
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
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行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
（
第
一
条
関
係
）

1

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
（
第
二
条
関
係
）

3
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（
第
一
条
関
係
）

○
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
平
成
二
十
八
事
業
年
度
か
ら
平
成
三
十
五
事
業
年
度
ま
で
の
各
事
業
年
度
に
お
け

る
収
益
の
算
定
方
法
等
の
特
例
）

第
八
条
の
四

セ
ン
タ
ー
の
平
成
二
十
八
事
業
年
度
か
ら
平
成
三
十
五
事
業
年
度
ま
で

（
新
設
）

の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
附
則
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
第
二
十
二
条
、
附
則
第
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
第
三
十
七
条
第
一
項
並
び
に
投
票
法
第
二
十
一
条
第
五
項
及
び
第
二
十
二
条
並

び
に
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
百
分
の
五
」
と
あ
る
の
は

「
百
分
の
十
」
と
、
「
三
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
四
分
の
一
」
と
、
附
則
第
八
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
附
則

第
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十
七
条
第
一
項
中

「
附
則
第
八
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
附
則
第
八
条
の
二
第
一
項
」
と
、
附
則
第
八
条
の
二
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
投
票
法
第
二
十
一
条
第
五
項
及
び
第
二
十
二
条

中
「
附
則
第
八
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
す
る
セ
ン
タ
ー
法
附
則
第
八
条
の
二
第
一
項
」
と
、
前
条
第
一
項

中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
前
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条
第
一
項
」
と
、
「
百
分
の
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
十
」
と
す
る
。

（
区
分
経
理
）

（
区
分
経
理
）

第
八
条
の
五

特
定
業
務
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
経
理
と
区
分
し
、
特

第
八
条
の
四

特
定
業
務
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
経
理
と
区
分
し
、
特

別
の
勘
定
（
以
下
「
特
定
業
務
勘
定
」
と
い
う
。
）
を
設
け
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な

別
の
勘
定
（
以
下
「
特
定
業
務
勘
定
」
と
い
う
。
）
を
設
け
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
け
る
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

２

前
項
の
場
合
に
お
け
る
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
特
別
の
勘
定
」
と
あ
る
の
は
、
「
特
別
の
勘
定
及
び
附
則
第
八

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
特
別
の
勘
定
」
と
あ
る
の
は
、
「
特
別
の
勘
定
及
び
附
則
第
八

条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
業
務
勘
定
」
と
す
る
。

条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
業
務
勘
定
」
と
す
る
。

第
八
条
の
六
～
第
八
条
の
九

（
略
）

第
八
条
の
五
～
第
八
条
の
八

（
略
）

（
特
定
業
務
に
係
る
施
設
の
整
備
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
の
負
担
）

第
八
条
の
十

特
定
業
務
に
係
る
施
設
の
う
ち
、
地
域
の
発
展
に
特
に
資
す
る
も
の
と

（
新
設
）

し
て
政
令
で
定
め
る
施
設
の
整
備
に
要
す
る
費
用
は
、
当
該
政
令
で
定
め
る
施
設
が

存
す
る
都
道
府
県
が
、
そ
の
三
分
の
一
以
内
を
負
担
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
が
負
担
す
る
費
用
の
額
及
び
負
担
の
方

法
は
、
セ
ン
タ
ー
と
当
該
都
道
府
県
と
が
協
議
し
て
定
め
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
当
事
者
の
申
請
に
基
づ
き
、

文
部
科
学
大
臣
が
裁
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
当
事
者

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
（
第
二
条
関
係
）

○

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
平
成
二
十
八
事
業
年
度
か
ら
平
成
三
十
五
事
業
年
度
ま
で
の
各
事
業
年
度
に
お
け

る
収
益
の
使
途
の
特
例
）

４

セ
ン
タ
ー
の
平
成
二
十
八
事
業
年
度
か
ら
平
成
三
十
五
事
業
年
度
ま
で
の
各
事
業

（
新
設
）

年
度
に
お
け
る
第
二
十
一
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
三
分

の
一
」
と
あ
る
の
は
、
「
八
分
の
三
」
と
す
る
。


